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平
成
24
年
度
は
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6
月
の
豪

雨
災
害
、
8
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の
台
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号
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、
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と
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7
会
計
あ
る
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別
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計
は
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各
事
業
と
も
黒
字
決
算
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
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と
し
て
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般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ

り
運
営
し
て
い
る
厳
し
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で
す
。
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後
も
、
こ
れ
ま
で
全

庁
的
に
取
組
ん
で
き
た
行
財
政

改
革
の
推
進
を
、
引
き
続
き
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

平成24年度の決算報告

連続した自然災害の影響大
前年度と比べ大幅な増額決算

平成 24 年度 特別会計の決算状況

歳　入 歳　出 差　引

国保 3 億 6,445 3 億 4,770 1,675

国保施設 9,542 8,771 771

簡易水道 2 億 3,359 2 億 3,146 213

農業
集落排水 7,743 7,725 18

漁港漁村
集落排水 1,548 1,524 24

介護保険 2 億 5,835 2 億 4,861 974

後期高齢
者医療 3,668 3,646 22

計 10 億 8,140 10 億 4,443 3,697

（単位：万円）

    自主財源    （14.5％）

依存財源 (85.5%)

歳入
30 億
8,785万円

地方交付税
16億9,984万円

(55.0%)

国庫

4億
834万円
(13.2%)

支出金

村債
3億7,296万円

(12.1%)

県支出金
1億2,436万円

(4.0%)

繰入金 1億5,023万円 (4.9%)

繰越金 7,303万円 (2.4%)

その他収入 7,462万円 (2.5%)
・ 財産収入
・ 使用料、手数料  等

その他交付金

3,822万円 (1.2%)

・ 地  方  譲  与  税
・ 地方消費税交付金  等

村税
1億4,621万円

(4.7%)

農林水産業費
2億4,452万円 (8.2%)

衛生費
1億2,580万円 (4.2%)

歳出
29 億
8,504万円

総務費
5億2,362万円

(17.5%)

災害

4億
1,773万円

(14.0%)

復旧費
民生費

3億8,268万円
(12.8%)

土木費
3億1,097万円

(10.4%)

公債費
5億3,258万円

(17.8%)

商工費
4,134万円

(1.4%)

消防費
1億2,763万円

(4.3%)

教育費
2億1,675万円 (7.3%)

議会費
5,970万円

(2.1%)
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昨
年
4
月
に
、
第
7
回
目

と
な
る
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ

ス
ト
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
4
年
ぶ
り
に
、
全
国

の
全
て
の
学
校
が
調
査
に
参
加

し
、
本
村
の
小
学
6
年
生
と
中

学
3
年
生
が
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
が
昨
年
8
月
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ず
、（
※
1
）
教
科
に
関

す
る
調
査
で
は
、
本
村
の
小
中

学
生
と
も
に
、
平
均
正
答
率
は

全
て
の
教
科
で
全
国
の
平
均
正

全国学力テストの概要

全国学力・学習状況調査の結果

全国の平均を上回る
小学6年と中学3年が対象

答
率
を
上
回
る
結
果
で
し
た
。

　

次
に
、（
※
2
）
質
問
紙
調

査
で
は
、
村
内
の
小
中
学
生
は
、

全
国
や
県
と
比
べ
、
お
お
む
ね

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
村
内
小

中
学
校
や
各
家
庭
で
の
取
り
組

み
が
良
好
な
結
果
と
し
て
現
れ

ま
し
た
。
今
後
、
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
部
分
に
関
し
て

は
、
村
教
育
委
員
会
と
各
学
校

が
連
携
し
、
更
な
る
学
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

【対象】小学 6 年生、中学 3 年生
【調査内容】
（※１） 教科に関する調査
「国語、算数、数学」それぞれの教科に

おける、主に「知識」に関する「A 問題」
と主に「活用」に関する「B 問題」の 2
種類の形式で調査

（※２） 質問紙調査
生活習慣や学習環境等に
関するアンケート調査

　全国学力テストは、平成 19 年度から
実施され、全国的に小・中学生の学力
状況などを把握・分析しています。
　全国学力テストの分析結果は、教育
施策や学習状況の改善、教育指導の充
実などに役立てられています。

科目 区分 宇検村 鹿児島県 全国
小

学

校

国語 A「知識」 70.1 64.7 62.7
B「活用」 62.3 47.9 49.4

算数 A「知識」 78.5 78.8 77.2
B「活用」 63.9 56.7 58.4

中

学

校

国語 A「知識」 82.8 75.4 76.4
B「活用」 74.1 64.8 67.4

数学 A「知識」 68.8 61.5 63.7
B「活用」 51.4 39.2 41.5

■ 教科に関する調査の結果『平均正答率（％）』

全国平均や県平均と比較して、
望ましい傾向にある調査項目

全国平均や県平均と比較して、
改善の必要がある調査項目

小

学

校

○ 朝食を毎日食べる。
○ 家の人（兄弟姉妹除く）と学校での出来事について話す。
○ 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。
○ 人の役に立つ人間になりたい。
○ 読書は好きである。

○ 難しいことでも、心配を恐れないで挑戦する意識
　がやや低い。
○ 午後 10 時以降（平日）に就寝する児童が多い。
○ 学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明し
　たり、文章に書いたりすることは難しいと思う児
　童が多い。

中

学

校

○ 朝食を毎日食べる。
○ 家の人（兄弟姉妹除く）と学校での出来事について話す。
○ 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。
○ 人の気持ちが分かる人間になりたい。
○ 家で、学校の授業の復習をする。

○ 1 日あたりの読書時間（平日）が 30 分以下の生徒
　が多い。

■ 生活習慣や学習環境等に関する調査の結果（一部抜粋）

※
平
均
正
答
率
と
は
、
児
童
生
徒
の
正
答
数
の
平
均
を
設
問
数
で
割
っ
た
値
の
百
分
率
。
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左から柳 ( 泰 )、津田、柳 ( 俊 ) の出身 3 選手《提供写真》

　　     鹿商男子バレー部全国準優勝
　　     本村出身 3 選手が在籍

　1 月 5 日から 12 日まで東京で開催された第 66
回全日本バレーボール高校選手権大会で、鹿児島
商業が見事に準優勝し、県勢初の快挙を達成しま
した。同バレー部には本村出身の津田 大地（2 年・
久志中卒）、柳 俊輔（1 年・田検中卒）、柳 泰雅（1
年・田検中卒）の 3 選手が在籍。新チームの主将
を務める津田選手は「さらに早いコンビバレーを
追求して行きたい。全国優勝して宇検村に帰って
きます。」と抱負を語ってくれました。

1

赤いハチマキで気合十分！地元チームの田検中女子

　　     好プレーの連続で観客を魅了
　　     開運酒造杯中学女子バレー大会

　1 月 18 日（土）、19 日（日）に宇検村総合体
育館において「第 8 回奄美大島開運酒造杯中学
女子バレーボール大会」が開催されました。今
年は奄美大島内から 10 チームが出場し、二日間
にわたり熱戦を繰り広げました。大会では、元気
にプレーする選手に対し、たくさんの声援を送る
保護者や村民の姿が見られました。優勝は名瀬中
女子バレー部で、本村から出場した田検中女子バ
レー部は 4 位の成績でした。
■ 大会成績

 優　勝：名瀬中、2　位：朝日中、3　位：赤木名中

■ 優秀選手表彰

大会会長賞：國分 美希（名瀬中）、敢闘賞：壽山 日菜（田

検中）、リベロ賞：押川 ののみ（朝日中）

2

迫力あるプレーを見せた名瀬と朝日の決勝戦 選手へ声援を送る保護者ら応援団
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焼酎蔵で行われた久保 陽子氏のバイオリンコンサート

　　     開運酒造でバイオリンの音色
　　     バイオリニスト久保 陽子氏

　世界で活躍する奄美市名瀬出身のバイオリニス
ト久保 陽子氏による「バイオリンミニコンサー
ト」が、2 月 8 日（土）、本村の（株）奄美大島
開運酒造の焼酎蔵を会場に開催されました。ミニ
コンサートは久保氏の提案で行われたもので、村
内外から 50 名を招待。バッハ「無伴奏ソナタ第
1 番ト短調」やパガニーニ「カプリース」などが
披露され、来場者は会場全体に響き渡るバイオリ
ンの音色に聴き入っていました。

5

　　     大切な文化財を守るぞ！
　　     元気の出る館で防火訓練

　1 月 29 日（水）、生涯学習センター元気の出
る館で防火訓練が行われました。これは、1 月
26 日の文化財防火デーにちなんで実施されたも
ので、村教育委員会職員や村文化財保護審議委員、
消防職員が参加。委員会職員が初期消火や重要書
類の搬出など、一つ一つの動きを確認しながら訓
練を行いました。藤田 教夫教育長は「今後も防
火訓練を継続しながら、火災を起こさない運営を
していきたい。」と話されました。

4

3　　     村内で花見を楽しもう！
　　     月末にはソメイヨシノとツツジ

　1 月末から 2 月上旬にかけて村内でもヒカンザ
クラが見事に花を咲かせました。多くのヒカンザ
クラがある総合運動公園の周辺では、村外からも
見物客が訪れ、花見を楽しんでいました。また、
宇検集落入り口の山には、斜面に沿ってサクラツ
ツジの群生があり、同時期に満開となりました。
3 月末には、湯湾岳公園近くのソメイヨシノと峰
田山公園にある数種類のツツジが見ごろとなる予
定です。これからの花見も、お楽しみください！ 宇検集落入り口の山に群生するサクラツツジ

消火活動と重要書類の搬出を行う訓練参加者
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奄美の自然を深く学んだ「奄美大島の魅力体験会」

　　     奄美のすばらしい自然を学ぶ
　　     海・山・川の各専門家が講師

　奄美の自然のすばらしさを学ぼうと「奄美大島
の魅力体験会」が、2 月 8 日（土）に生涯学習セ
ンター元気の出る館で行われました。会には村内
の児童と保護者 19 名が参加。自然の各分野（海・
山・川）に詳しい 3 名の先生方が講師を務め、
マングローブやアマミノクロウサギ、水の生き物
などについて話をしてくれました。参加者は「知
らない事がたくさんあった。自然豊かな奄美を大
切にしたい。」などと話してくれました。

6

会場では音楽に合わせて行う健康体操も実施

　　     健康づくり完走歩大会を開催
　　     それぞれのペースで楽しむ

　2 月 9 日（日）、村陸上競技場を会場に「健康
づくり完走歩大会」が開催されました。当日は曇
り空となる天気の中、約 300 名の方が参加して
くれました。大会は 3km・5km・10km のコー
スがあり、参加者はコース沿いにあるヒカンザク
ラの花見を楽しみながら、それぞれのペースで汗
を流しました。また、会場では「生活研究グルー
プ」と「うけん市場」による食品の販売や村連合
青年団が作った豚汁が無料で振る舞われ、とても
喜ばれていました。 

7

ヒカンザクラの横を元気に駆け抜ける子供たち 豚汁を作る連青団員と特産品販売に並ぶ参加者
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福田校長 ( 左 ) と受賞の報告に訪れた児玉栄養教諭 ( 中央 )

　　     県及び文部科学大臣の優秀表彰
　　     児玉 むつみ栄養教諭 ( 田検小 )

　田検小学校（福田 裕生校長）の児玉 むつみ栄
養教諭が「平成 25 年度 鹿児島県優秀教職員」及
び「平成 25 年度 文部科学大臣優秀教職員」とし
て表彰を受けました。これは、各分野で実績のあ
る教職員を表彰するもので、児玉栄養教諭は、学
校給食の充実のために様々なアイデアを取入れな
がら全校体制による学校給食の運営、保護者や地
域と一体となった食育の推進を展開するなど、積
極的な活動が評価され、今回の受賞となりました。

8

　　     奄美・宇検村の未来を語ろう会
　　     世界自然遺産登録を見据えて

　地域に住む住民の声を行政運営に反映すること
などを目的に鹿児島県大島支庁が主催する「平成
25 年度奄美力戦略会議」が、奄美（宇検村）の
未来を語ろう会として、2 月 18 日（火）に宇検
村役場会議室で開催されました。
　村民の代表として、農業や観光、地域団体の
関係者 5 名が出席。伊喜 功大島支庁長らと共に、
地域の活性化や人口減少対策などについて意見交
換を行い、宇検村の現状や未来について深く考え
る場となりました。
　出席者からは、「移住をしたい人は多いと思う。
受入窓口の充実や住宅の確保など体制の整備が必
要。」との意見や「地場産品などをそれぞれで販
売するのではなく、各企業や団体が力を合わせ
“チーム宇検村” で “宇検村ブランド “として売り
出すべき。」など多くの提言があがりました。
　元田村長は「行政として世界自然遺産登録を見
据えた施策を進める体制を整える。民間企業や団
体、村民の協力を頂き、村全体で取り組みたい。」
との考えを述べました。

9

語ろう会の後に出席者全員で記念撮影

地域活性化などをテーマに意見を交わした語ろう会

■ 出席者（敬称略）：時田 光（ 農 業 ）、前田 博哉（阿室

校区活性化委員会会長）、松枝 孝一（シマ時間体験セン

ター長）、保池 穂好（奄美群島青年団連絡協議会会長）、

渡 慶道（株式会社 奄美大島開運酒造専務）
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